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第23回研究大会報告

「バレーボールと私」

講師　大橋 正昭 氏
（愛知製鋼株式会社顧問・名城大学理事会名誉顧問）

愛知製鋼顧問というご紹介を頂いておりますがその前に
トヨタ自動車におりまして 37 年間トヨタ自動車におりま
した。バレーボールと私という表題にしたのですが私、バ
レーボールに人生をかけるほど熱中したわけではないし、
ましてや名選手でもないしバレーボールとの関係というも
のは中学・高校の部活でした。ただし非常になんていうか
今から考えれば戦中戦後の非常に世の中が混乱している時
の部活ですのでそういう背景についてもお話をしながら、
私がこの中学高校時代にどんなバレーボール生活を送った
かということをお話ししたいと思っております。

バレーボールを始めたのは終戦直後、愛知一中に入って
からでした。愛知一中というのは大変運動に熱心な中学で
して終戦と同時にいわゆる運動部の中に全員所属するよう
にしろということで、その時にバレーボール部に入りまし

日本バレーボール学会第23回大会が、「東京五輪の先を見すえて」をテーマとして、2018年3月17日（土）、18日（日）
に名城大学 ナゴヤドーム前キャンパスを会場にして開催された。
１日目の特別講演では、大橋正昭氏（愛知製鋼株式会社顧問・名城大学理事会名誉顧問）が、「バレーボールと私」を

テーマとして、自身のバレーボールとの出会いから戦時中のエピソードを含めた想い出を振り返るとともに、企業時代の
仲間との繋がり、会社経営におけるチームワーク・リーダーシップの大切さ、目的を明確にする必要性について講演され
た。続く基調講演では、山口隆文氏（日本サッカー協会副技術委員長）が、「サッカー協会の育成と強化の取り組み」
をテーマとして、Jリーグ発足から25年が経ったJクラブの現状とJFAの育成デザイン「Players First」を念頭においた競
技整備、さらには指導者ライセンス・指導者の養成や質の向上について講演された。続くシンポジウムでは、「Beyond 
2020 若手育成を考える」をテーマとし、司会に吉田清司氏、シンポジストに矢島久徳氏（JVA男子強化委員長）、中垣内
祐一氏（男子日本代表監督）、植田和次（JVAプロジェクト・コアディレクター）、藤田高教氏（JVAプロジェクト・コ
アジェネラルマネージャー）、本多洋氏（男子U-19日本代表監督）を迎え、強化・育成・発掘といった様々な視点から東
京五輪以降の男子日本代表、アンダーカテゴリーの強化策、改革案などの活発な意見交換が行われた。またシンポジウム
終了後、北館ＭＵガーデンテラスにて「情報交換会」が開催され、日本バレーボール学会理事長である石手靖氏から挨拶
があり、その後の会食において会員相互の親睦や情報交換が行われた。
２日目は、名城大学ナゴヤドーム前キャンパス東館3F体育館にて、「機器を用いたフィールドテストおよびトレーニン

グ」をテーマにオンコートレクチャーが行われた。講師は、山田雄太氏（大同大学）、石垣尚男氏（愛知工業大学）、永
田聡典氏（中京大学）の３名が務め、「マルチパスシステム」「シャッターゴーグル」「VERT COACH」といった機器
の紹介と参加者の実用体験が行われた。午後からは、会場を東館２Ｆマルチスタジオに移し、ポスターセッションによる
一般研究発表において23題の研究発表が行われ、活発な質疑応答や意見交換が行われた。最後に閉会の挨拶では、様々な
視点から有意義な話題提供をしてくださった講師、積極的な議論を行っていただいた参加者、そして本大会に関わった実
行委員会に対して謝辞が述べられ、大会は盛会のうちに終了した。また後日、本大会の一般研究発表における優秀賞２名
の発表があった。

（文責：横矢 勇一）

特別講演

た。どうしてバレーボールを選んだかというとバレーなど
知っているわけがないけれどもどうも大きなボールを使っ
てあまりきつくなさそうだからそれにしようか、というこ
とでバレーボールを選んだのです。バレーボールというの
はどんな球技かというのも知りませんでした。それからバ
レーボールとは言わず排球と言いました。排球の排は皆さ
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ん分かりますか。皆さん排球とは通じるのですかね。今バ
レーをやっている人でも排球と言うのか、私は今も愛知一
中から旭ヶ丘高校が受け継いでいます名簿があって、そこ
には○排と書いてあります。○排という字はですね、自動
車会社で○排というのがあると大変なのですね。排気ガス
対策ということでずいぶん苦労したのです。今思うと○排
となっているのでなんとなく気分が悪いのですが、どうし
てバレーボールを排球と言ったかバレーボール学会では分
かっているのですかね。一度教えていただきたいとその時
からの疑問でした。バスケットを篭球をというのは、これ
はわかりやすいですね。バスケットだから篭の塊と言われ
ればなるほどと、受け止められるのですがどうしてバレー
ボールが排球だったのか、ご存知の方がいらっしゃったら
教えてください。

中学ではボールもネットも数は少ないし、コートも運動
場というのは畑や防空壕になっていたので、それを急遽整
備して作ったわけです。場所はもちろんアウトドアです
し、9人制ですし、ただしボールとネットは戦時中に保管
してあったのか少しありました。ネットは1枚だけでした。
ということでそのボールを使って練習をするのは上級生だ
けでして、一年生というのはもっぱら基礎運動と称したラ
ンニングと、うさぎ跳びとそれから砂場へ行って飛び込み
の練習、そんなことでボールや道具のいらない練習しか下
級生はやらせてもらえなかったです。愛知一中バレーボー
ル部には監督もコーチも誰もいなくてたまに先輩が来て練
習をさせるぐらいでチームもすぐには出来ないと、まあそ
ういう状況のバレー部に入って上級生になるまではボール
を触らせてもらえなかった、そういう状況でした。道具に
つきましては、裸足ですしユニフォームもとても考えられ
ない状況です、上級生のレギュラーの人でも上着を脱いで
ズボンをまくってそして裸足で練習するというそういう状
態のバレーボールをやりました。ただですね、進駐軍とい
うのが来ました。それで私達は塀のすぐ隣のコートで練習
をしているものですから、それを見ていました。進駐軍
はジープに乗ってボールとネットを持ってきてですね、あ
まり会話が通じないにも関わらず、試合をしようという申
し入れがありまして試合を行ったことがあります。ジープ
3台で乗ってきて、その照明でバッと照らして練習試合を
した、それが 2回ほどあったと思ったのですけども、ネッ
トとボールを全部置いていってくれたのですね、その時に
なって初めて、我々の戦前から持っていたボールは空気を
入れるへそというのですかね、戦前のボールはそうじゃな
くて空気を入れるところが細くノーズになっていてそこに
空気を入れて、そのノーズを折りたたんで締めてそこを紐
で締める、そういうボールだったのですね、戦前のボール
は。しかしアメリカの持ってきたボールは今のボールと同
じボールでした。ということで豊かさというかそういうも
のが随分違うなという感じで、最後にボールやネットを置

いていってくれたという事に関しては大したものだなとい
う気がしました。ということで進駐軍と言うとちょっと毛
嫌いしていたところがあったのですが、親しみを感じた覚
えがあります。

・・・中略・・・

バレーボールの付き合いというのはトヨタ自動車に入っ
てからもありました。来週の土曜日はトヨタ自動車バレー
部のOB・OG会があってそこへ出ていくのですけど 150
人以上集まります。またバレーボールの仲間ということで
はさっき申し上げた旭ヶ丘のバレー部、しかも私が 3年生
の時にいた 2年生 1年生、いわゆる同じ時期にバレー部に
いた人たちとも毎年 5月最後の金曜日の 12 時に名古屋で
いつも会うという、そういうバレーボール時代の仲間との
付き合いが今でもあります。そういう意味ではまあバレー
ボールをやっていて人たちが見つかって長く付き合える喜
びを感じています。それから同期Ｍ君ですが、彼は途中か
らバレー部に来たのですが、彼とはそれ以来の付き合いで
す。中学 1年生から今まで一週間に一回電話するようなお
付き合いをしています。そういう友人もできて今 85 歳で
すけれども、13 歳から 85 歳まで付き合えるという友人が
できたということでありました。これが私とバレーボール
との関係です。それから、バレーボールをやったからでは
ないのでしょうけども、自分が大変ためになったのは、後
輩を引っ張り出したり色々口説き文句を考えたことです。
チームスポーツ、そういうものに対しては非常に力を発揮
するチームワークが良いということは非常に強い力となる
能力で、やはりどなたもおっしゃいますが、この間のオリ
ンピックを見ていて私もそう思いました。

会社経営でも、大した学校出た奴はいないけどチーム
ワークが良かったら絶対いい成績が出る。だからそのチー
ムワークを作るということに対してどうしたらいいかとい
うことを考えるというのは企業経営には即通用することで
す。ぜひそういうことを考えるべきだと常に思っておりま
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す。それからもう１つ、これも最近あまり使わないですか
ね、スポーツマンシップという言葉がありますね。スポー
ツマンシップにのっとり正々堂々と戦いますと言う言葉。
今はものすごく文学的なことをおっしゃるのでスポーツマ
ンシップというのはもっと色々強調され色々なところで話
題になればですね、今のスポーツ界で色々起こっている問
題、相撲協会をはじめとして今度はレスリングも色々問題
になってきましたが、ああいう事って起こらないのではな
いかと思っているのです。やっぱりスポーツマンシップと
いうのはもっと強調されるべきであり、英語でもジェント
ルマンシップというのがあるようですけれども、日本でい
う武士道という言葉もあるし、やはりもっとそういうこと
が強調されるべきということをもっと考える、そういう機
会を設けてからスポーツをやっていったり、会社経営でも
そういうことに対して私は比較的考えるという機会が多く
ありました。この原点はさっき言った昭和 25 年 24 年の学
制で非常に苦労したその時の経験が、その時に色々考えた
というのが今生きており、今そこで考えるというのが身に
ついたと思っております。ということでこのチームワーク
ということが良いということ。リーダーシップというのを
非常に考えました。これはどんなグループどんな団体でも
やはりリーダーになった者の心得というものを考えるべき
だと思っております。私が会社に入って課長になり部長に
なった時にいつも考えたのはこのリーダーシップというこ
とです。その時にこれはあんまり具体的な答えは出てこな
かったのですけども、ボス猿についてずいぶん勉強をしま
した。ボス猿の要件とは一体何か、皆さんも感じていると
思いますがボス猿は必ずしも腕力だけでなれるわけではな
く、非常に気配りもできると、それが出来ないとボス猿に
はなれないということのようです。それから最近ちょっと
猿集団よりも、狙いを決めて実現するためには狼集団の方
が良いのではないかという気がしております。

よく企業で目標を掲げて色々やるというのをやるのです
が私はあまりそういう目標というのは使わない方がいいの
ではないかと思っております。目標と言うと必ず数値的な
ものにしちゃうんですね、利益どうする売上どうするとか。
あれよりは私はひとつずつのターゲットをどうやって手中
に収めるかというそういう考え方になった方がいいような
気がしております。ということで私は名城大学の中でも随
分言いましたけれども、目的と手段をちゃんとあげて考え
ないと、兎角手段が目的になっていることが非常に多い。
これはやはり手段だということを認識して目的は何だとい
うことをはっきりさせ、目的を見失わないような、そうい
う考え方をしておるというようなことを最近は思っており
ます。これで話を終わりたいと思います。ありがとうござ
いました。 

＜補足説明＞
※バレーボールに関して排球と言われている理由ですが、
排というのは中国語で列という意味です。9人制であれ
ば三列、前衛・中衛・後衛、6人制であれば前衛・後衛
といった形でその列を作ってやるボール競技であるとい
うことで排球という名前となっております 。今でもバッ
クアタックのような後衛選手が打つアタックを後排と言
います。また中国の観客席では一列や２列の表記が1排、
２排といった感じで書いてあるのを確認致しました。

基調講演

「サッカー協会の育成と強化の取り組み」
講師　山口 隆文 氏

（日本サッカー協会　副技術委員長）

始めに、昨年パネラーとして、そして今回は基調講演とい
うことで大変光栄に思っている。今回はJFAで行われてい
る育成について参考になればと思いご紹介させていただく。
これまで Jリーグ発足から 25 年で 54クラブが設立され
た。各クラブはジュニアユース、ユースといった育成チー
ムを持たなければならないことになっている。しかし、中
高生における育成チームの所属は１％程度で、99％は Jク
ラブ以外（中体連や高体連等）に所属している。そのため
JFAではＪクラブ以外の中学生高校性、12歳以下の子供た
ちにも目を向けた育成にも取り組んでいる。代表の内訳を
みるとＪユースからＡ代表になった選手は 35.2％、高校の
部活動所属が 39.8%、大学経由は 22.7% であった。いわゆ
る早生まれ、遅咲きの選手の受け皿としての役割を部活動
が担っている。JFAはその傾向を考え、エリートの子供た
ちを集めてキャンプをする際に、9月以降の早生まれの選
手のためのキャンプを行うことにした。これはU15 の選手
として中体連や町クラブの選手たちを選ぶためのエリート
フューチャープログラムとなっている。ここでは学校の指
導者の先生方などにも参加していただき、JFAのコーチた
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ちの指導現場を体感していただく機会にもしている。
JFA の育成のデザインとして、チーム活動としては、

小学校のリーグ戦、中学校のリーグ戦の後、U15 でジュニ
アユースチームも含めたチームで全国大会、高校のリーグ
戦があり、U18 としてクラブの垣根を超えた大会を行って
いる。各地域で優秀な選手を発掘するために、各地方の地
区トレセンで 12 歳から 17 歳までが活動を行うようにして
いる。有名どころでは長友選手の場合は、少年連盟⇒中体
連⇒高体連⇒大学を経由して Jリーグへいき、代表へ。ま
た香川選手は少年連盟⇒クラブ連盟⇒Ｊユース⇒トップ
チーム⇒代表という経緯である。代表へは登山口が非常に
多いということは日本の特徴である。
このトップチームへ入るまでの選手の経緯において、

JFAでははっきりと育成や発掘に必要な「幹」が共有さ
れることが大切だと考えている。ここでの「幹」は、あら
ゆる世代のコーチに、どういうことを教えなければならな
いのかを JFAが示し、そして様々なタイミングで的確な
発掘がされ、良い指導が受けられる環境を整えることであ
る。そして、JFAの育成強化ビジョンの柱として「世界
大会をスタンダートにした強化」「代表、ユース育成、指
導者養成の三位一体の強化策」「知のマネジメント（暗黙
知を形式知へ、個人知を組織知へ）」を掲げている。JFA
のテクニカルスタディグループ（TSG）を派遣し、世界大
会などでの経験をさらなる強化のために分析していく。こ
のTSG が課題を抽出し、シナリオを作成し、まずは代表
へ落としていく、トレセンにも落としていく、指導者養成
にも落としていく、代表での個人知をすべてに落とし込ん
でいくことが三位一体の強化策となっている。トレセン
コーチたちにも研修会を行い、U12、14、17 で行われるト
レセンを内容、コーチング、トレーニング方法などを研修
し、47 都道府県（47FA）に伝えて、全国の子供たちを育
成していく仕組みにしている。
また、世界に挑戦するために３つの柱を用意した。「リー

グ文化の醸成」「トレセン活動の向上」「指導者養成の向
上」である。リーグを長期的におこなうことの目的とし
て、選手が自らの力でたくましく育っていく環境を調整す
ること、多くのプレーヤーがそれぞれの年代やレベルに応
じた環境で年間を通じてプレーの機会が提供される、なに
より「Players First」を念頭においた競技の整備を進める
ことにある。次に能力に応じたリーグ戦を行い拮抗した試
合を増やすことも必要ではないかと考えている。補欠がな
いリーグをつくり、個人登録しているすべての選手に年間
20 ゲームの公式戦を提供することが個人登録のメリット
である。このように、長期的な拮抗した試合の多いリーグ
戦をおこなうことで、リーグでの失点を振り返り、課題解
決していく力が養われる。そして、県の組織として、「ユー
ス部会」を設立し、種別、連盟の垣根を取り除いて、各都
道府県の長期一貫指導体制の確立を促すように狙ってい
る。各ＦＡに育成年代の最高責任者を置くようにした。年

間 20 万円を補助している。現在 11 年目になっている。
トレセンのシステムの向上においては、選手の発掘・育
成 /情報発信共有機能の向上である。上手な選手は地区ト
レセン、都道府県別トレセン、地域トレセン、ナショナル
トレセンと上がっていき、可能性のある多くの選手の把握、
働きかけ、刺激を与え、刺激を受け、子供たちのモチベー
ション向上につなげたい。もう一つは JFAがどういう指
導内容やトレーニングをしているかを指導者に共有しても
らいたいという活動がトレセンの目的となる。そしてチー
ム単位ではなく、個人の育成を行っていく。日常と違う刺
激を日常へ落とし込み、その個人がチームへ帰った時の「天
井効果」を排除していく目的も担っている。キッズ（2～
6歳）には運動が楽しい、サッカーが楽しという啓もう普
及活動も行っている。キッズインストラクターの養成も併
せて行うことでさらに相乗効果を狙っている。そこからト
レセンへ通じてトップチームや代表につながっているシス
テムにしている。発育発達の段階に合わせて必要な技術を
教え、次の世代の指導者にバトンタッチしていける指導を
行ってもらえる仕組みを JFAが作る必要があり、それを
トレセンによって伝えることも責務である。　
Ｊクラブの育成は 2016 年からダブルパスによる格付け
システムを導入している。育成において日本は 100 点満点
中 25 点平均である。これは育成が十分にできていないと
評価されていることになる。我々がベスト 16 を突破して
いくために、もっと個を育成することではないかと考えて
いる。
そして、指導者ライセンスについては、体協の傘下にあ
るためバレーボールとも共通している。JFA独自のライ
センスとしては、親御さん達も取得できる、子供たちの安
心安全を図りながら指導できるのかをまとめたものがD
級コーチである。その上に C級、B級がある。A級には
U15、U12 の年代別のスペシャリストが養成されるように
なっている。そして S級はプロの監督になるための資格
である。またフットサルおよびゴールキーパーも C級 B
級 A級等のライセンスを発行している。そして現在小学
校体育をサポートということで、例えば、女性の先生方が
多くて、サッカー苦手だなという場合に、どうすればサッ
カーの授業がうまくできるかをサポートする事業も行って
いる。それを今度中学校の方でも行いたい。指導者の登録
は現在 8万人を超えている。JFAインストラクターがA
級 S級 B級を指導し、C，D，Kids を 47FAのインストラ
クターで指導している。課題はこのインストラクターの質
で、このインストラクターがよくないとすべてが台無しに
なってしまう。我々の現在の課題は、サッカー強豪国と比
べて上位ライセンス指導者が非常に少ない。よって B級
をスタンダートにしたい。現在は大半が CDにいて、CD
だけでおおよそ 7万人いる。2030 年までに B級指導者の
指導を受けられるということを考えれば、4万人が B級を
保有していることが目標となっている。
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すべては指導者といえ、指導者の養成や質の向上があら
ゆる問題に関わるので、質の高い養成講習会やリフレッ
シュ講習会をやらなければならない。ライセンスは年間
4000 円払うことと、ポイントを継続しなければ、資格が
失効してしまうことになっている。A級 S級は毎年講習
を実施している 3日間、実技内容や指導実践を行う。現役
監督も、コーチングの指導を受けることができるように
なっている。UEFAの指導者を招へいし、ヨーロッパの
進んだA級の内容と方法を JFAのカリキュラムのアップ
デートのための講習も行っている。キーワードは「指導者
しか選手を変えることができない」「指導者は子供たちの
未来に触れている」先進国ベルギーなどは 3歳の少年たち
の指導にもライセンスが必要となっている。

【質疑応答】
・筋力トレーニングは何歳から重要視しているか
山口氏：JFAではフィジカルフィットネスプロジェクト

というチームを作っている。代表のフィジカル
コーチや学者を介入させている。JFAでは身長
の伸びが4フレーズ目（1年間に1㎝未満）からウェ
イトトレーニングを開始する目安としている。た
だし、個人差があるので慎重に考えていける指導
者を養成したいと考えている。

・JFAとバスケットボール協会との連携は、どこがきっかけ
で始まっているのか。

山口氏：川渕三郎元チェアマンがバスケットボールの方で
も指導者の養成をきちんとしなければならないと
の号令のもとに行っている。特にバスケットもプ
ロリーグがあるので、プロの監督になるために、
プロライセンスをサッカー協会でのＳ級にあたる
ライセンスを持たなければならないということで
バスケット協会も JFAをまねているのだと思う。
現在バスケットボールの方は独自に着手し始めて
いるところである。連携を取りながら、一緒に作
り上げている。今回の部活動のガイドラインにつ
いても内容に沿った形でサッカーとバスケットは
良いガイドラインになるようにやっている。

・その内容は、他の競技にも派生しないものなんだろうか。
山口氏：スポーツ庁からは JFAが手本となることで、ほ

かの競技団体が動いてくれるようになればとお願
いはされている。バスケットの方も一緒になって
行っている。

・指導者を育成していく中で、世界基準を明確に意識しな
がら取り組まれている中で、抄録には「ジャパンズウェ
イ」と記載されており、違和感を覚えてしまった。という
のも私はバレーボールの中で「世界標準」をトップからア
ンダーカテゴリにまで訴えている。ただ、そういった活動

をするとバレーボールの中では、日本のやり方はほかの
独自なものがあると拒否されてしまう。そのため「ジャパ
ンズウェイ」に敏感に反応してしまった。ただ、今日のお
話しを伺うと、「ジャパンズウェイ」はあくまで「世界基
準」を日本の中でどういう風に体現していくか、そのやり
方としての「ジャパンズウェイ」で、様々なカテゴリの中で
共通認識として「世界基準を日本のやり方で進める」とい
う考えがわかって本当によかった。バレーボールでもアン
ダーカテゴリで「世界基準」を明示して、目先の勝つこと
ではなく、選手の将来を考えたうえで指導していきたい
という人が少しずつ増えてきています。しかし、世界では
このような指導をしていると教えると、それまでに教わっ
たことがない、指導されたことがないなどと保護者から
邪魔される。そのあたりで苦しんでいる指導者の方がい
る。サッカーも20年前など導入期には同じような状況が
あったかと思います。世界基準や、Players Firstを浸透
させようとされたときの障害の乗り越え方など、バレー
ボールの業界に役に立つことを具体的に教えていただけ
たらなと思います。

山口氏：まず「ジャパンズウェイ」はサッカーの内容・戦
術論としても JFAは「ジャパンズウェイ」を考
えている。日本人は小さい民族で、海外の選手に
比べて体格パワーに劣る。しかし、他の民族より
も非常に足首が柔らかい。ボール操作に関しては
ほかの国にも負けないものを持っている、それは
世界のコーチたちも評価している。ただ、判断が
ダメ。でもほかにアジリティが良い、日本人の和、
持久力も高い、理解力の高さ、これらは日本人の
ストロングポイントである。これら日本人の民族
の持っている良さを武器として世界と戦うことを
「ジャパンズウェイ」としている。そのため、チー
ムワークの良さ、グループワークの良さでクリエ
イトしていくサッカーがいいのではないかと伝え
ている。それをずっと言い続けなければならない
し、そして、それを信じて疑わないことが大切で
ある。なぜならその考えは、年代を育成していく
ときに財産として持っていかなければならないか
らである。ずっと言い続けることで仲間を増やす。
何年間も説明を懇切丁寧に続けるディレクターた
ちを増やした、言い続けることで仲間が増えた。
リーグ戦の導入でもクレームがあっても、足を運
んで何年間も説明し続けた。気概のある仲間と取
り組んできた。問題があればすぐに足を運んで説
明してきた。だから魔法のレシピはない、ショー
トカットもできない。ＦtoＦで足を運んで、い
ろんな説明をしていく。見せてあげる、実際にこ
んなに子供たちが楽しそうにサッカーするでしょ
うとコーチングデモで示してあげる。子供たちが
生き生き活動するコーチングができるそういった
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に解決していくのか、皆様と一緒に考えていきたいと思い
ます。

矢島 久徳 氏
（JVA男子強化委員長）
自己紹介の後、現在
の日本バレーボール協
会の組織やその役割に
ついて紹介がなされ
た。
始めに現在日本バ
レーボール協会はハイパフォーマンス事業本部の概要が説
明された。その中で、競技スポーツに取り組むということ
から、アスリートセントリックというキーワードで事業を
推進すると説明があった。これはアスリート中心としてそ
の周りにはチームスタッフ、事務局、当然 ＪＶＡ 等そし
て家族、友人、所属チーム、その他ファン、スポンサー、
メディアの皆様、などからの支援・応援・教育を受けてア
スリートがプレーをしていくという趣旨があることが説明
された。このような志向性を持つことで、アスリートは勝
利とか感動とかそういったものをみなさんに提供していく
ことができると示された。
続いて、＜基本方針＞強化戦略プランとしては JVA が
スポーツ庁に提出した資料の中にビジョン・ミッション・
バリューという大きな三つのキーワードがあり、このビ
ジョンのところはオリンピックならびに国際大会において
恒常的にメダル獲得すべく高い水準を目指すということが
説明された。インドアについては男女ともFIVBランキン
グ8位以内、ビーチ男女は15位以内を目標としている。ミッ
ションについて国民的スポーツとしてバレーボール競技が
包含するすべての事業において更なる価値の創出と向上を
図るということを謳っていること。そして、バリューにつ
いては競技者、指導者、支援者がともにアスリートセント
リック（競技者中心主義）とプレイヤーズファーストの概
念を広く理解して共有し、一つ上のステージに上がるよう
強化を推進するという三本柱で戦略プランを練っているこ
とが示された。
次に、JVA の組織が変化していることが説明された。
まず我々の所属しているハイパフォーマンス事業本部とい
うのは強化事業本部という名称であったが、昨年からハイ
パフォーマンス事業本部と名称変更された。これは JOC
などの上位組織が使っている言葉を使い、JVA はいち早
くそういった名称の組織を作ったということである。ま
た、4月 1日からマーケティング事業本部ということでよ
りマーケティング、マーチャンダイズのところの強化を始
めていく予定になっていて、そういった組織に変更されて
いくことも紹介された。ハイパフォーマンス事業本部では、
ハイパフォーマンス推進部とディべロップメント推進部に
分かれている。そして、ハイパフォーマンス事業推進部は

コーチたちを増やすことで保護者を説得していく
作業を地道にやってきた。そのためのインストラ
クター養成が命だという話である。そして、そこ
に予算をつけなければならない。JFAならイン
ストラクター養成講習会を開くのに 500 人分な
ら 3000 万円かかるかもしれない。しかし、それ
を端折ってしまえば、絶対に日本の指導者養成は
為っていかないと思います。日本バレーボール協
会が指導者養成が大事だと思えばそこに予算をつ
け、投資しなければならない。JFAは長年その
ような地道な活動をやってきた。

シンポジウム

シンポジウムは、テーマを「Beyond 2020 若手育成を
考える」とし、司会を吉田清司氏、シンポジストに矢島久
徳氏、中垣内祐一氏、植田和次氏、藤田高教氏、本多洋氏
を迎え、強化・育成・発掘といった視点から話しをしても
らい、その後ディスカッションを行った。

司会：吉田 清司 氏（専修大学）
「2020東京オリンピック」が注目されておりますが、

「Beyond 2020」という考えで若手の育成はすでに始まっ
ています。スポーツ庁・長官が一昨年発表した「鈴木プラ
ン」の中には、－2020年以降を見通した強力で持続可能な
支援体制の構築－が挙げられており、２大会先のオリン
ピック・パラリンピックを見通し成果を挙げられるような
中・長期プランが必要だと言われております。
本日は様々なカテ

ゴリーの先生にご登
壇いただきました。
各カテゴリーの取り
組みについて共通理
解をしていただき、
育成に関する促進・
阻害要因をどのよう
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男女強化委員会とハイパフォーマンスサポート委員会、ア
スリート委員会という形で組織されていて、ディべロップ
メント推進部は特に発掘、指導者養成、競技者拡大を目的
とした組織となっていると説明された。
続いて、シニア男子世界ランキングの推移表を提示し

2012 年から 19 位、17 位、21 位、22 位と 14 位、そして昨
年 1月現在では 12 位となっている。順位が上がった要因
としては、ワールドリーグのグループ 2において準優勝し
たためである。他のアジア地域国は、イランが 8位、オー
ストラリア 16 位、その後ろに中国、韓国がいる状況。
2020 年に向けて大きな概念のイメージでは、2017 年か

ら 2020 年までの 4年間を『起承転結』を考えている、昨
年から中垣内監督新体制ということで 1年目は『起』で、
中垣内監督新体制の方針の浸透だとかとかベクトルを合わ
せることを行ってきた。18 年について『承』ということで、
まずは前年度の継続これは 17 年度までやってきたことの
反省や改善を付け加えて継続していき、その中で改善点が
あるため、これらについては PDCA を迅速に回すという
ことでより良い改善をさせていく。19 年については『転』
ということで、新しい要素を 2年間やってきたことに加え
てさらに進化させていくということ。最後の『結』という
ことで、オリンピックの時には、それまでの集大成として、
メダルを獲得したいという内容になっている。
次に、代表チーム大会のスケジュールが示された。18

年度の男子は、ワールドリーグから、ネーションズリーグ
と名称が変わった大会を 5月の末から 5 週間にわたり予
選リーグを世界各地で行う。その他、18 年度については、
ABC カップというものがあり、その後アジア大会と世界
選手権がイタリア、ブルガリアで開催される。そして、18
年度の年度末から 19 年度の年初にかけてオリンピックの
世界予選が開催され、19 年度には大陸予選が行われ、オ
リンピックに出場する 11 チームが決定される流れになっ
ている。
続いて、アンダーエイジカテゴリーについて説明があっ

た。まずは世界ランキングの推移としてはアンダー 23 は
15 年が 27 位、16 年は未掲載、で 17 年度は 25 位となって
いる。しかし、昨年の世界選手権で 6位になっているため、
そのポイント加算されて、おそらく上位にランキングされ
ると考えている。また、アンダー 21 については 11、15、
14、14 位と推移している。そして、アンダー 19 は 10、
10、11、11 位ですが、昨年度世界選手権で 20 年ぶりに銅
メダルを獲得したので、こちらも相当なランキングのジャ
ンプアップが期待される。
次に一貫指導について話があった。まずプロジェクトコ

アというアンダーカテゴリーからシニアまでの大きな考え
方が示された。これは中学生をグラスルーツとして、この
時期から一貫指導を行い、右肩上がりで成長していくとい
うイメージである。大きな考え方としては、シニアの方針、
強化策などを踏まえて各カテゴリーで強化していくという

ものである。現在の活動としては、アンダーカテゴリーの
合宿等に中垣内監督が参加する、またはアンダーカテゴ
リーのコーチがシニアの練習に参加し、そこで行われてい
たことをアンダーカテゴリーに落とし込むというような
一連の大きな繋がりをより強固にして全体の強化を図り、
2020 年以降を目指して各アンダーカテゴリーから選手を
上のカテゴリーに上げていくことを目標としている。
18 年度は 2020 年度に向けた選手が一人でも出てくるよ

うに強化を進めている。19 年度には、2028 年のソウルオ
リンピックに向け、中学生、高校生の発掘というのもしっ
かりと行っていきたいと考えている。このような強化策の
中で、アンダーカテゴリーからシニアまでしっかりと連携し、
コミュニケーションを密にしてやっていくつもりである。
強化の中で、３つのワーク、チームワーク、ハードワー

ク、ヘッドワークということを土台としたいと考えている。
その中で特にヘッドワークについては、去年から選手にも
話していて、とにかく頭を使えと、考えるということを大
事にして、目標や目的とかそういった目の前のある事象に
ついてしっかりと考えて行動する必要があることを確認し
てきている。こうすることで、それが将来的には自律にな
るのではないか、自ら律することの出来るチームに成長で
きると考えている。

中垣内 祐一 氏
（男子日本代表監督）
紹介いただきました
中垣内でございます。
本日はどうぞよろし
くお願いいたします。
2020 東京五輪に向け
た強化策として、その
アウトラインについてお話しさせていただきたいと思って
おります。
目標ですが、東京五輪にてメダルを獲得するという極め
て高い目標を掲げております。さらには 2024 年パリ五輪
で金メダルを獲得することとしております。中期目標とし
て、来年のワールドカップでベスト 4を目指します。今年
の目標として、9月にイタリア・ブルガリアで行われます
2018 年世界選手権にてベスト 8を目指す、こうしており
ます。
まず強化方針といたしまして、1つ目は伝統の継承です。
日本男子バレーとしての輝かしい歴史がありますので、良
いものを継承していきたいと思っております。
2つ目はコミュニケーションを充実していくことです。
スタッフと選手が双方向のコミュニケーションを意識しな
がら活動していこうということです。
3つ目は人間力の強化です。まだ 10 代から 20 代前半の
選手が中心ですので、人間的成長がないと選手としての成
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長も伴ってこないと思っております。
4つ目は明確な目標設定です。その都度選手には目標の
確認をしております。分かりやすい例で言いますと、トレー
ニングの目標で今はこれぐらいしか上がらないけれども次
までにはここまで上がるようになろうと、スタッフは後押
しし、選手は主体的に活動に取り組みます。
5つ目は JVA各事業本部との協同です。国内国際、あ
るいはMM、広報といった部署と連携を意識しながら代
表チームとして活動したいと思っています。
6つ目は代表選手の海外派遣の検討です。一昨年、昨シー
ズンは石原と古賀の２人を海外リーグに派遣しましたが、
今シーズンはその２人に柳田、大竹を加えた４名が海外
リーグでプレーしており、今後さらに人数を増やしたいと
思っています。
7つ目はアンダーカテゴリーとの協同です。アンダーカ
テゴリーをシニアと一体化して同一視点で指導していくこ
とを重視していきます。指導内容を随時開示することです
とか、例えば一貫指導体制の構築と表現しています。
次に、具体的なチーム強化策としまして、1つ目はサイ
ドアウト力の向上です。これは昨年試合を見ていた方は分
かると思いますが、クイックの本数を増やしています。パ
イプの本数も増やしています。少し昔に立ち返り、真ん中
からクイックをどんどん攻めていくということを掲げて、
サイドアウト力を向上したいと思っています。
2つ目はブレーク率の向上です。サーブ、ジャンプフロー
ターサーブの強化をしています。それからブロック力の向
上を目指し、いくつかあるシステムも導入しながら引き続
き強化していきたいと思っております。また、ディフェン
スはもちろんのこと、ハイセットのスパイクについては、
強打があって初めて軟攻があると思っておりますので、そ
こも少し向上させていきたいと思っています。
3つ目は怪我をしない体づくりです。日本は体が小さい

ですから、フル回転しながら動いていかないといけない
ので、長期のトーナメントでも最後まで力が発揮できるよ
うに強化します。メンタル面の強化としては、今年度より
JISSでメンタルトレーニングを導入したいと思っています。
4つ目は各カテゴリーでの技術指導項目の同調です。各
カテゴリー間の横断的指導をスタッフがすることで、様々

な情報の共有、指導ポイントの同調、使用言語の統一を目
指します。例えば、サーブレシーブのレセプションあるい
はパスについて、カットだとかキャッチだとかいうチーム
がありますけども、そういう言葉を一緒にする、またサイ
ンも一緒にしていくと、カテゴリーをまたがったとしても
すぐ攻撃に参加できるということです。
5つ目はVリーグ選手所属チームとの協同です。
6つ目は限界を取り払う、限界を打ち破るということです。

私の申し上げた目標は東京五輪でのメダル獲得とパリ五輪
での金メダル獲得です。残念ながら今の日本では、この目
標が妥当でないと思われる方が大半だと思います。それは
我々も同じです。無理な目標、自分の頭の中で勝手に作っ
てしまっている限界値を一旦取り払うということです。
現在フランス人のアシスタントコーチがいます。また、

アンダーカテゴリーのアシスタントコーチとしてアメリカ
人もいます。彼らは世界標準を理解しています。我々スタッ
フも限界をこえ常識外にチャレンジすることで、批判も受
けるでしょうけども常識外の成績が取れるのではないかと
考えているところです。伝統の継承と言いましたけれども、
過去の伝統には常識外のトレーニングもたくさんあったと
思っております。そういったところからもいくつか参考に
なることがあり、それを導入したいと思っております。以
上、どうもありがとうございました。

植田 和次 氏
（JVAプロジェクト・
コアディレクター）
ご紹介いただきまし
た愛知学院大学の植田
ですよろしくお願いい
たします。大学生は例
えば男子だと、ほとん
どの学生は高校から大学へ進学して社会人になります。そ
ういう意味では、男子のバレー界でシニアチームを支える
のは大学の任務・責務だと思って指導しております。
今日は、強化育成の現状と問題についてお話させていた
だきたいと思います。まず大学生が出場する主な国際大会
は FIVB 主催の大会と国際大学スポーツ連盟（FISU）主
催の大会の 2つがあります。FIVB の大会はポイントが加
算されて世界ランキングの対象になります。FIVB が主催
するアンダーカテゴリーの試合は、U19 が大学 1年生の早
生まれまで、U 21 は大学 2年生まで、U 23 が大学 4年生
までという参加資格であることから、大学生がメインで活
躍しているとご理解していただければと思います。
アンダーカテゴリーの目標といたしましては、FIVB の
世界ランキング 8位、 AVC（アジアランキング）で 2位
を目指しています。顕著な成績として、去年のU 19 アジ
ア予選の初優勝と世界大会の 25 年ぶりの 3位入賞があり
ます。
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アンダーカテゴリーでは、強化合宿を年間通してやりま
すけれども、基本的には年 4回 1週間の強化合宿を目標に
しております。それから１回は海外遠征をしましょうとい
うことを目標にしていますが、1週間学生を集めてどこか
でトレーニングをするというのはなかなか難しいです。
大学の悩みとして、バレーボールとは関係ないと思う

のですが、最近学生の学習環境に変化が起こっています。
15 回の授業実施＋試験実施が求められています。それか
ら GPA 制度により、ポイントが 1.5 を下回ったら卒業で
きなかったり進級できなかったりする制度の大学もありま
す。そのなかで年間1週間の合宿を4回やるということは、
かなり生活がタイトになります。関東にいる学生は、 NTC 
で合宿している際、一度大学に戻って試験を受けることが
できますが、地方の学生はそれが難しいので、だったら来
るなという話になってしまいます。地方の学生がデメリッ
トを被るということでは困るので、西日本学連では企画と
して強化合宿、選抜の強化合宿をやってみたり、西日本選
抜チームで海外遠征に行ったりというようなことを行って
います。今後は、代表選手の選抜において地方の学生が不
利にならないように、大学間の単位互換などの制度も将来
使えていくといいと思います。
それと一番大事なのは、所属している大学の理解と協力

です。うち（愛知学院大学）の卒業生に山内（現パナソニッ
クパンサーズ）がいまして、大学 2年生の時まではすべて
の単位を取得していましたが、3年生 4年生では全日本の
活動で半年間ぐらい抜けるということになりました。その
時に大学は、特別指導学生という制度を設けてくれました。
再試験を指定日に受けられなくても、別で再試験を受ける
ことが出来る制度です。
U19 や U 21、U 23、ユニバ、シニアと選ばれる学生た

ちは、ある意味バレー界の中ではエリートです。そういう
流れがありますが、ノンエリートや埋もれているタレント
を発掘して全く別ルートで育てていき、その学生がシニア
なり、活躍していけるように育成できないかと考えていま
す。ノンエリートには素人もいっぱいいます。山内も来た
時はうまくいかないことが多かったのですが、そういうノ
ンエリートの学生を着実に成長させるようなプログラムを
作りたいと思っています。
埋もれているタレントを発掘するには、身体的必要条件

というのがあると思います。身長が 2mある、3m50cmま
で届く、そういう選手を探して、とにかくバレーボールに
引き込んで、技術はゆっくり教えていきます。具体的には、
組織として JVAのディべロップメント推進部や、発掘委
員、育成委員会などが協力しながら選手を発掘したり、他
種目から転向してもらったりというアイデアです。例えば、
今から 4年間、バレーボールであなたに 2年に 1回 4週間
の海外遠征、それから合宿をこれだけ提供しますので興味
があれば来てみませんかというリクルート活動も考えられ
ます。オーストラリアのジュニアは、既にこのようなプロ

グラムで大型選手のリクルート活動をしています。
後は育成プログラムです。中垣内監督も言っておりまし

たけども、一貫的で継続的な選手の育成プログラムです。
大事なのは最初にゴールセッティングを明確にしてあげる
ことと、活躍できる適切な場を与えてあげることです。そ
れからモチベーション管理です。大きい選手たちはおとな
しいし、あまり言葉や態度で表さないんですね。それを何
とか自然にポジティブシンキングとポジティブアクション
が定着するようなプログラムも必要だと思っております。
また、JVA のハイパフォーマンスセンターの中にはサ

ポート委員会というものがありまして、バイオメカニクス
やメンタルといったユニットがいくつかあるので、こうい
うところと選手は直接連携を取りながらやっていけたらい
いのかなと思います。例えば栄養指導で言いますと、山内
は大学に入ってきた時は 65 キロでした。シニアに入った
時に 80 キロを目指しましょうということで栄養士さんが
ついて、彼はいつも食料の写真を撮って送っていましたけ
れども、そういった事を何度も繰り返していくといいのか
なという気がします。

藤田 高教 氏
（JVAプロジェクト・
コアジェネラルマネー
ジャー）
只今ご紹介にあずか

りました、高体連バ
レーボール専門部強化
委員長、3 月春までは
男子の強化委員長をやらせていただいておりました藤田高
教と申します。よろしくお願いいたします。日本協会から
は、ジェネラルマネージャーというポジションを頂いてお
ります。
高体連には、強化指導普及部、競技部、審判部、広報部

というのがあります。年間の指導として、まず、8月 9 月
にかけて全国 9ブロックで長身者を集めて合宿を行いま
す。9ブロックとは、九州、中国、四国、近畿、北信越、
東海、関東、東北、北海道です。各ブロックに強化部のほ
うで男女それぞれ 1、2 名の強化委員がおりますので、そ
の委員を中心として長身者合宿を行います。測定をしたり
バレーボール指数を出したり、様々な練習をやった上で将
来有望な生徒たちを発掘します。
また、ユース選手候補の合宿は、12 月に JVA主催で行っ

ております。選手は 1年生と 2年生の早生まれの生徒によ
り構成されております。長身者合宿につきましては、2年
生を中心に選考していくという形になっております。
他には、全国高等学校バレーボール選手権大会（春高バ

レー）が 1月に行われます。この時に下級生の優秀選手の
確認や、長身者合宿で発掘されなかった選手や、セッター、
リベロといったポジションの選手を確認します。春高バ
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レーで発掘されて、ドリームマッチに参加した選手もいま
す。春高バレーについて、以前は 3月に行っておりました
ので、2年生の発掘、長身者合宿以外の選手を発掘してい
くとことができておりましたけれども、現在は、開催が 1
月になりまして、3年生中心で試合に参加すると、1年生
や 2年生が試合に出ていないとかベンチにいるとか、ベン
チにも入っていないといったケースが多くなり、その中に
いる大型選手の発掘が難しくなっています。
2月には、生徒を選抜してドリームマッチを行っていま
す。男女 8名 +中学生 4名、男女 4チームに分けて 13 名
で試合を行っております。
3月には、最終選考合宿を行います。この最終選考合宿
を行った後に ユースチームは 6月 7 月に向けてアジア大
会に臨むわけです。ドリームマッチに選抜された 2年生
は、男女とも 8月に海外遠征、現在はタイ・バンコクへ行
かせていただいております。毎年この中には長身者で、高
校からバレーを始めたとかというような生徒達をできるだ
け 12 名に残すようにします。ただ、国内の他の試合と重
なることがありまして、例えば高校であれば私学大会と合
宿が重なりまして長身者を出していただくのが大変困難に
なるとか、各チームがこの長身者合宿で選手を派遣してく
れて、長身者の選手抜きで私学大会に臨んでいただくよう
になるとかで、長身者合宿への派遣が大変難しくなる状況
があります。
そのため、できるだけ重複が起きないように全国高体連
としては工夫をしながら厳しい日程の中で色々やっており
ます。それと強化委員もそれで自分のチームを持っており
ますので、その自分のチームを放っておいて、選抜チーム
の生徒を指導する大変さもあるんですけれども、そういう
中でこの海外遠征に向けて生徒達の強化育成と発掘のとこ
ろまでを含めて何とかやらさせていただいております。

本多 洋 氏
（男子U-19日本代表監督）
全日本ユースで監督
をしております本田で
す。よろしくお願いし
ます。ユースで指導す
るのは、高校 1 年生 2
年生、18 才、アジア
選手権の時の 18 歳以下、世界選手権の時の 19 歳以下にな
ります。スタッフは、24 年、28 年の五輪に向けてどの選
手がどう伸びていくのかを見定めながら、ユース世代を動
かしていこうと様々な活動をしています。
ジュニア世代での心技体の捉え方ですが、夢・目標をき
ちんと指導者が語ってあげることが一番大事な部分になっ
て、心と体が並列になるような指導をしていこうと、特に
ユースの合宿中は気を使っております。その上に技という
のがあって最終的に結果という考えです。

特に中学校からバレーボールを始めた背の高い選手、高
校から始めた大きい選手には指導者がしっかり話をしてあ
げることが大事だと思います。いきなり、お前はオリンピッ
ク選手になるんだと言っても気が重くなるだけですので、
目の前の目標をきちんと語ってあげることを重視して指導
しております。
また、他競技から大型選手を勧誘することも重要だと思
います。この場合、例えば高体連として動いたり協会とし
て動いたり、ジュニアでもいろんな競技の子どもたちを集
めてスーパーキッズみたいな取り組みをしていますが、その
中からバレーボールに子どもを持ってくるためには、組織と
して動いていくことが今後は大事かなと思っております。
ただ 1つ難しいなと感じるのは、私も高校の監督をして
おりますが、指導者として勝つことを日本の場合追いかけ
ることです。これはどの競技でも同じだと思います。その
中で、育てるという楽しみを指導者が持つことで、もっと
違う形で試合で活躍する選手が生まれてくるのではないか
と思います。
大型選手は特に心が挫折するというケースが多いと思い
ます。高校 1年生の召集をする時は、各監督さんと話をし
ますが、必ず、「あいつ、でかいけどできんよ」、「やる気
ないよ」という答えが返ってきます。でも私はコーチ時代
から 5・6 年指導していますが、彼らはやる気はあるけれ
ども筋力がついてこないので、どうしても緩慢な動きに見
えるのだと思います。本当は、非常にやる気があります。
ユースの時には、そのような選手がいっぱいいるので、俺
だけではないんだなという雰囲気になり、みんな非常に良
い顔をして練習してくれているのかなと思います。
ジュニア世代で一番必要なことは、練習即栄養摂取だと
思います。常にユースでは栄養士にどの合宿にも来てもらっ
て夜は栄養摂取に関する講習をしています。本当はトレー
ニング講習など色んなことをした方がいいのかもしれませ
んが、やはりこの年代の選手たちは食べることへの理解が
重要だと思います。特に中 3ぐらいの子がよく相談に来る
のは、うちの学校は校内で食べてはいけませんとか、そう
いうルールがいっぱいあります。練習として体育館の中で
指導者の下で食べさせるということを各学校の先生方に理
解してもらうとことが非常に難しい部分だと思います。
ユースの大会では、大会を通して体重を落とさないこと

が大事だと目標を立てます。石川祐希選手が日本を背負う
のではないかと言われていますけれども、16 歳の時に彼
はレギュラーでした。10 日間フル出場したのは、石川祐
希と久原翼というパナソニック選手の 2人だけでした。大
会が終わってほとんどの選手は 3キロ以上体重が落ちてい
ました。やはり、食べる力が最後には戦う力に繋がってい
くということを、ユース世代で一人一人が覚えることが大
事かなと思います。
技術面については、例えば、自分のチームでいったら

190cm の高校生だと間違いなくオポジットになりますが、
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ユースではディフェンスの中心選手にならないといけませ
ん。同じようなことを所属チームの監督と話し合い、例え
ば地区大会とか勝負のかかっていない大会では、大型選手
に後衛でレシーブをやらせてくれというような話し合いを
するようにしています。2mを超える選手には、ネット上
での戦いの楽しさをしっかりと覚えてもらい、190cm ほ
どの選手には、ネットの下で仕事ができるといったように、
個人の特性やチームに応じた仕事を植え付けていくことが
大切かなと思っております。
大きい選手は鈍くさい鈍くさいと言われながら育ってお

ります。しかし鈍くさいと思っていたら一生鈍くさいまま
です。やはり自分は上手い、テクニックがあると思えば思
うほど練習で自ら工夫が始まるのではないかとずっと見て
思っています。10 年後の彼らが、どんな姿になってバレー
ボールをしているかを頭から失くさないで指導していきた
いと思っております。
難しいところが、チームの勝ちと個人の育成は優先順位

がつけられないというところです。高校で言えば春高バ
レーに出場する、しないで選手の今後に大きな差が生じま
す。例えば 2mの選手を使って負けるより、小さいサイズ
の選手を使って春高バレーに出場したほうが、競技成績が
大学の推薦基準に達するというようなことです。ですから、
チーム作りと違う場所での指導を各所属チームの先生方に
やっていただくということが大事になってくると思ってお
ります。
現場で今、どのような思いで指導しているのかをお話さ

せていただきました。ありがとうございました。

【ディスカッション】
吉田氏：シンポジストとのディスカッションを始めたいと

思います。今日のテーマは『Beyond2020 若手
育成を考える』であります。それぞれのカテゴリー
の先生方の取り組みをまずご紹介いただきました
が、大切なことはやはり2020以降がもうすでに
始まっているということですね。2024年パリ大
会でしたら今の中学生世代が選手として入ってく
るというところです。2028年のロサンゼルス大
会では小学生世代が代表に入ってくるような年代
になります。そういったカテゴリーを超えた育成、
一本の軸を作っていかなければいけないのです
が、そのあたりの一貫指導の軸について JVAハ
イパフォーマンス事業本部はどのようにお考えに
なっているのか、まずは矢島委員長に口火を切っ
ていただきたいと思いますがいかがでしょうか。

矢島氏：先ほどの組織図でお示しした通り JVAは強化事
業本部がハイパフォーマンス事業本部になって、
強化だけではなくて発掘・育成、指導者養成、教
育者養成の３つを取り込んで今、事業を進めてい
るところです。今までやってきたことは継続して

行っていますが、組織も変わってくるということ
で、今はその途上なんです。オリンピックまで今
日でちょうど860日ぐらいだと思うのですが、そ
れ以降のことについてさらに上乗せできるような
仕組みの構築をしている途上であります。そこの
ところは、しっかり形になった時にホームページ
等でお示しできればと思っております。強化の取
り組みで、昨年、バレーボールの教本の基礎編を
出していますが、今年度か来年度以降に応用編を
出版する予定であります。基礎編をもとに低年層
や若年層の指導に使用していただいて、応用編は
より高度なことが出来ればいいなと考えておりま
す。いずれにしても現時点では昨年までやってき
たことに上乗せする部分を今構築している途上と
いうことで回答を終わらせていただきます。

吉田氏：先ほどの山口先生の話にもありましたが、個人知
をいかに組織知に変えていくかという試みが今、
必要になってきているのではないかと思います。
手前味噌ですが、日本バレーボール学会名誉会長
の遠藤会長を編集委員長としてバレーボール学会
がコーチング教本のテキストの編集に関わってお
り、次の基礎編と応用編を今まさに取り掛かって
いる状況です。遠藤先生、そのような一貫した考
え方で日本のテキスト作りに取り組んでいるとい
うことを少し紹介していただけますでしょうか。

遠藤氏：演者の先生方、ご苦労様です。名誉会長をさせて
いただいております遠藤です。先ほどご紹介が
あったように、昨年、日本バレーボール協会編で
コーチングバレーボール基礎編というものを出版
しました。これまでバレーボール指導教本やコー
チ教本が何回か出ておりまして、これがある意
味、日本のバレーボールの指導における教科書と
いうことであったのですが、それから10年以上
経った経緯もあり、昨年ようやくその基礎編とい
う部分で、「コーチングバレーボール」が出まし
た。もう少し早く出せれば良かったとは思ってお
ります。 今、矢島強化委員長からもお話があっ
たように、次が応用編ということで、国際的な部
分を視野に入れ、矢島委員長や中垣内監督からの
ご協力をいただきながら、より視野を広げたもの
になればというところで、今スタートしたところ
でございます。

吉田氏：ありがとうございました。なぜ私が遠藤先生にお
伺いしたかと言うと、学会のメンバー、学会で皆
さんが研究されたものの叡智の集約がコーチング
バレーボールに繋がっていくということです。ま
さにここに出席されている方々が研究されている
ことの成果が日本のバレーボールの一本の軸に関
わってくる。そう言った事を皆さんに認識してい
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ただきたいと思いまして皆さんに紹介させていた
だきました。
それぞれの立場からそれぞれのお考えをお話いた
だきましたが、シニアだったらアンダーカテゴ
リーへの要望があり、アンダーカテゴリーの先生
方は小学校や中学校の先生方への要望があり、各
カテゴリーで育成に対して持って頂きたい色々な
技術や体力がありました。中垣内さんは人間力と
仰いましたが、中垣内さんはアンダーカテゴリー
にこういうことを育成して欲しいという具体的な
技術力はどういったものがありますでしょうか。
宮下氏：確率論で考えていきたい。選手一人一人
の能力を考慮して戦術を考えるが、全日本の場
合、能力の高い選手が集まるため求める事も高く
なる。

中垣内氏：具体的にどうこう言う前に、私が監督になる時に
アンダーカテゴリーの強化はシニアの強化と同じ
ぐらい重要なものと考えており、少なくともシニ
アの強化にリンクされていないといけないと考え
て、当時その監督選考委員会の中でプレゼンした
内容にもすでにアンダーカテゴリーもシニアと一
貫指導していくとあげていました。これまでにも
一貫指導のシステムは存在していたし、JVAの
中にも一貫指導を謳うところはありましたが、必
ずしも代表チームと並行して走っているものでは
なかったような気がしたんですね。ですので、私
はシニアのやり方をすぐアンダーカテゴリーに降
ろしていく。ちょっと偉そうに聞こえるかもしれ
ませんが、同じ串が刺されている状態になってい
ることが重要だと考えていました。
ある選手がいるとすると、その選手は何が優れて
いて何が不十分なのか、シニアチームに入るため
にはどこをどう準備しなければいけないのかとい
う育成プランをある程度立ててその下にアンダー
カテゴリーが指導していくことが重要だと思って
おりました。それから先ほども言ったことの中で
は技術指導、例えばブロック指導ではどういうと
ころに注意して指導しているのか。それを分かっ
た上でアンダーカテゴリーを指導してもらうこと
が重要だと考えています。先ほどの繰り返しにな
りますが、例えばサーブレシーブをレセプション
という言い方をする。アンダーカテゴリーの指導
者の中ではキャッチという言い方をする指導者
もまだたくさんいます。そう言った言葉が乱用さ
れるとやはり素直に耳に入って来にくい、指導が
入って来にくいのでチーム内において指導用語の
統一をしたいと考えています。プラス攻撃のサイ
ン、あるいはオフェンスのシステム。そう言ったこ
とは統一させていく必要があると思っております

吉田氏：実際にサインの名称だとかハンドシグナルも全て
アンダーカテゴリーと一緒にしていると？

中垣内氏：今はアンダー 21 まで同調させていると思います。
はっきりとは言えませんが、今年、さらに下のカ
テゴリーからも代表登録をしたいと思っておりま
すので、そういったことにも繋がっていくと思い
ます。

吉田氏：藤田先生、高校世代に気をつけていることなどど
のようにお考えでしょうか？

藤田氏：中学生・高校生の今の段階でありますと、技術を
身につける前に、体づくりをどのようにしていく
のかという技術の前のところの強化・考え方を
正しくしてあげることが今の中学・高校のカテゴ
リーだと先決かと。そういうところができて、意
欲が上がってくると、中垣内監督が言われていた
ようなことも素直に入ってくるようになるという
気がするのですが。

吉田氏：本多先生いかがでしょうか。
本多氏：ユースで一番気をつけていることは、背が伸びて

いる選手もおり、筋力もまだついていない選手も
いっぱいいます。その中でシニアに行った時に、
あるポジションで監督が使いたいと言った時に、
どのポジションでもできるようなオールマイティ
な選手を育てていきたいと思っております。実は
今 2m の選手がいますが、真ん中に置くのは正直
いつでも出来ると思っております。鈴木祐貴とい
う 2 m 3cm の選手がおり、注目され続けてきま
した。たぶん真ん中に置いていた方がユースの時
もジュニアの時も良かったのかなと思いますが、
最終的にはシニアで活躍することが目的ですの
で、ギリギリまでサイドでやらせました。2メー
トルのウイングスパイカーができれば日本にとっ
てこれ以上いいことはないという想いでずっとサ
イドで使い続けました。我慢をしながらシニアの
時に、その時の監督が使いやすい選手を育てたい
と思っています。

吉田氏：上のカテゴリーにしっかりと橋渡しできるような選
手を育成するということだと思いますが、植田さ
んはエリート路線から外れた選手を育成するとい
うところを強調されていたと思いますが、ノンエ
リート選手の中でもこういった資質を持ってもら
いたい、あるいはこういった経験をしてきてほしい
というものがございましたらお願いいたします。

植田氏：基本的にはバレーボール以外の競技の環境の中で
色々な瞬発力や調整力を鍛えてもらっていれば、
技術はバレーボールを始めれば何とかなると思っ
ています。それよりは身体的な大きさとかの方が
重要ではないかと思っております。

吉田氏：はい、ありがとうございます。人間力という意味
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で上のカテゴリーに橋渡しできるようにと考えて
いるのがどの世代でも大切だと思いますが、本日
の肝である戦略、戦術の部分に入っていきたいと
思います。今、強化委員長のスライドの中でアン
ダーカテゴリーとシニアが同等の戦術・戦略で進
めていく必要があると言っておりましたがその辺
りの詳しい話を矢島委員長、お教え願えますか。

矢島氏：先ほどのスライドで見せたことが全てだと思いま
す。中垣内監督からコーチングの技術的なところ
をお話していただきましたが、例えば中垣内監督
にも今年の1月ぐらいにアンダー23のカテゴリー
合宿に参加してもらっており、スタッフも含めて
全員に強化方針と強化策、具体的な技術指導をし
ています。シニアが大事していることをアンダー
カテゴリーの人達にも話をして、それをもとに監
督のプログラムや練習メニューを見せたというこ
とです。技術的なことから外れたことかもしれま
せんが、昨年からここにいらっしゃいます植田さ
んと藤田さん、国際武道大学の徳永さんにコアの
ディレクターという形でシニア、アンダーカテゴ
リー、ユースそれぞれのつなぎ役をやっていただ
き、世代の情報の共有をして風通しを良くしよう
という試みで、今回ディレクターという形でここ
にお越しいただいています。

吉田氏：この話題を語る上で外せないキーワードが、世界
基準、世界標準という言葉になると思いますが、
そういったものをどういう風に見ていくのか、こ
れを同じようにコピーするのか？日本で作ってい
くのか？というところを一番皆さんが聞きたいと
ころであると思います。中垣内さんいかがでしょ
うか。ジャパンズウェイということもありました
が、日本の戦術、戦略というものは世界基準、世
界標準とどのような関わりを持っていくべきと考
えますでしょうか。

中垣内氏：少なくとも先ほどの矢島委員長のスライドにも
あったように『起承転結』の中で『起』の部分や『承』
の部分まで含まれるかもしれませんが、少なくと
も現在の当たり前の世界のことは知っておくべき
である、或いは出来るようになるべきだと考えて
おります。それから独自のものをと。これは私の
過去の監督も含めてですが、日本独自のものを作
ると、果たしてどんなものが作れるのか、どんな
可能性があるのか、正直これはいくつかのアイデ
アがあってもなかなか現時点で決めがたい。この
先、選手が変わることによってそういうアイデア
も変わってきますし、これは本当に決め難いと
思っております。しかしながら先ほども申した通
り、同じことをやっていれば体格に恵まれている
国には勝てない。そのように思いますので違うこ

とをすべきだと思います。私は全日本の監督にな
る前、堺ブレイザーズの監督が終わった後、2年
間、海外に行かせてもらったのですが、そこで一
番学んで大きかったことは、各国で連携してやっ
ているノウハウはその国にあったものでしかない
ということです。どこかの国のものが日本人に合
うかというと、決してそうではなく、やはり日本
人に合うやり方を探すべきだと思っております。

吉田氏：まさに昨年からスタートした『起承転結』の『起』
が中垣内監督を招いて世界基準のバレーボールを
しっかり浸透させ、そこからどう発展させていく
かということでオリンピックを迎えるということ
になるかと思います。そういった考えでシニアは
強化しておりますが、藤田先生、そのシニアの考
え方はどれだけ高校生世代に浸透されていますで
しょうか。

藤田氏：シニアの監督の中垣内監督のお考えにできるだけ
添うような選手の発掘を長年、高体連はやってき
ており、上のカテゴリーに輩出しています。中学
生のジュニアオリンピックでもリベロを廃止とい
う新しい取り組みでの大会が行われていて、男
子で 190cm以上の選手が 50 名以上いました。そ
の選手が高校に入ってきて、今度はそういう選手
たちを集めてミドルだけじゃなくてウイングスパ
イカーだとかセッターだとか、そういったプレー
ヤーにつなげていけるような準備をすることを、
強化委員も含めて行っておりました。先ほど言い
ましたドリームマッチで集まってきた選手には、
「君たちは各チームの中では大きいと言われてい
るかもしれないけど世界の中では小さいんだ。
190cm ぐらいの身長であるならば、飛ぶことも
レシーブも全てできないと君たちはこれから先の
カテゴリーには進めなくなるよ。190cm を超え
ていてもレシーブができる、パスができるような
選手に是非なってくれ」と、言うようなことを指
導者の前でも言っていますし、強化委員の先生方
もそういう形で取り組んでくれていると思ってい
ます。

吉田氏：ありがとうございました。実際そういった選手を
上に上げていこうというのが私も感じます。合宿
の回数も増やしていると植田さんから紹介があり
ましたが、問題はその中身ですね。中身を精査し、
統一し、検討して合宿というものを実施していく
と思うのですが、どうでしょうか植田さん、なに
かその合宿の中でコンセンサスというものをどう
測っているのかを紹介いただければと思います。

植田氏：アンダーカテゴリー 21、23、ユニバの合宿に中
垣内監督に来ていただいたりとか、シニアチーム
のスタッフに一緒に参加してもらったりとか、そ
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の中でコミュニケーションやシニアでの考えを浸
透させることを各合宿でやっております。

吉田氏：ありがとうございます。こういった各カテゴリー
の強化というと、どうしても所属チームからの突
き上げ等、いろいろ大変なことがあると思います。
今日の内容は、全国の指導者や保護者の方々にも
伝わっていくと思いますので、色々ご苦労をされ
ている点をお話いただきたいと思います。

藤田氏：やはり一番は選手を合宿に出してもらうところが
大変です。特に私立の学校で言えば基本的に推薦
や特待生で、その学校の名前を売るために入学し
ています。日本は国内大会が非常に多いので推薦
で入った選手が国内大会に出ることは学校側にメ
リットがあります。ところが国内大会が国際大
会と被った際に、国際大会を選んだら何のために
特待生で取っているんだと、その選手に活躍して
もらおうと思っているのに国内大会に出なくてど
うするんだという学校の考え方が正直あると思い
ます。シニアであれば日本のメディアがあるので
いいのですが、ユースの大会はテレビ放映があり
ませんので何の宣伝にもならない。そういうとこ
ろで極力、地方のテレビ局や新聞社さんに載せて
もらい、学校名が出るんだったらいいかなという
ようなところまで踏み込んでやるようにしていま
す。その辺を本当は協会もひっくるめるともっと
いいのかなと。
バレーボールが他競技とちょっと違うところは、
例えばサッカーだと中学生までクラブチームでや
り、野球はリトルからシニアまでクラブチームで
やっているような子たちが多い。サッカーであれ
ば小学校サッカーに出なくてもＪリーグの下部組
織にいて、プロになれるという選手は結構います。
だけどバレーボールで春高バレーに出なくていい
からVリーグ下部組織に入りたいという選手は、
ここ何 10 年経っても出てこないと思います。あ
れだけ春高バレーがメディアで取り上げてくれる
のであれば、選手をどんどん作っていかなきゃい
けないと思います。野球もリトルやシニアでやっ
ているけれども結局甲子園に出たいということ
で、やっぱり高校ではクラブがなくなりますよね。
ですので、今後バレーボールはどのように向かっ
ていくのかというところです。

吉田氏：まだVリーグの下部組織はない状況ですので、
今後は様々な組織から選手が育成されるというこ
とも我々からも JVAによろしくお願いしたいと
ころです。
それではフロアの方々からの質問を受け付けたい
と思います。

【質疑応答】

・選手のメンタル強化やメンタルトレーニングを担当して
いるのですが、シニア代表チームにメンタルトレーニン
グを導入されるということで、具体的にどういったとこ
ろを期待されているのでしょうか。またアンダーカテゴ
リーなどの育成世代に対してどのようなメンタルトレー
ニングの取り組みをされているのかをお聞かせ願えま
すでしょうか。

中垣内氏：これまで代表チームにおいてメンタルトレーニン
グは時折あったようですが、あまりやってこな
かったなという印象です。
昨年 1年間監督をやってみて思ったのは、やはり
若い選手が多かったのでメンタルについてはまだ
まだ習熟度が低いという感じでした。メンタルも
トレーニングもテクニックだと思っております。
一旦メンタルトレーニングの考え方を学習すれば
自分なりに運用していけるものだと思っておりま
す。その中で私がお願いしたいところは二つあり
まして一つはモチベーションコントロールです。
自分のモチベーションをいかに長期間維持し続け
るか、どうしてもプロジェクトを始める時にはこ
うしようああしようという目標を立てて最初はモ
チベーションを高くやっていけるけれど、それが
うまくいかないことでどんどん下がっていってし
まう。その時にどう自分を元のレベルまで戻すか
というコントロールについて学んでほしいという
のが一つ。もう一つは難しい状況の時、例えば点
数的にビハインドの時や人々が大きく注目する大
会の時に自分の力を発揮させる事やあがらずに精
神的準備をして取り組むという事を学んでほしい
なと。その2点をお願いしたいということですね。

藤田氏：ジュニアカテゴリーは基本的にまず集まる期間が
短いんですね。全国高体連でやっているドリーム
マッチも一泊二日の内容がゲームをやるという
形になってしまうので、その中ではかなり難し
い。ですので、各チームでどのようにメンタルト
レーニングに取り組んできているのかという点に
関わってくると思うんですね。最後の最終合宿で
は 6日間ありますが、普段食べている物などの栄
養学について最初に行います。メンタルが弱い子
はそこでまず引っかかってしまうんですね。強い
チームに属しているところの選手は普段から言わ
れているんで結構クリアしますが、そうでないと
ころの選手もかなりいるので、そういう子供たち
がクリアできるように指導者には声がけをしても
らい指導をしていく。今のところ期間が短いので
なかなか難しいところではありますが。最終的に
は海外遠征に行かなくてはならないので、初めて
海外に行くことで気持ちが動揺しているとか、パ
スポートを使って飛行機に乗ったことがないとか
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そういうことを指導しながらやっていく。あとは
海外に行くと、食べることや飲むこと、それだけ
でもプレッシャーがかかってくるので、そういう
ところの話をしながら子供達に関わっていくメン
タルの指導をしていきたいが、全国高体連の中で
はできているといい難い。

・スイングブロックが基本であるとコーチングの教本には
書いていますが、JVAの人が中、高校生の指導にやっ
てきて「スイングブロックはダメだ」「そんなものはブ
ロックの基本ではないからとダメだ」と言い、世界を見
据えた指導をしている指導者が困った状態になってしま
うというような現実が一つあります。
山内選手のことを出します。彼が確かに長身だというこ
とは大きいのですが、彼が昔からバレーをやっていたわ
けでもないのに活躍できている大きな理由はファースト
テンポのクイックを打っているからです。ある意味指導
を受けていないからそうなっているわけです。
将来を見据えて指導すると、大成しそうになっても上のカ
テゴリーにいった時に世界基準から外れた指導を受け、
使えない選手になってしまうことがありますが、そのこと
についてどう改善すればいいと考えますでしょうか。

植田氏：山内の場合は、彼が来た時に最初にゴールセッティ
ングをしました。とにかく世界のミドルプレーヤーの
映像を見て、あるいは試合を見に行った時にあのプ
レーヤーのあのプレイはすごいからこういうことを目
指しましょうということを話ししました。なぜなら時
間がないから。スイングブロックもあれば、様々なブ
ロックシステムもありますけれど、若い世代であれば
まず一対一でブロックをしっかり止められる能力を
身につけることが大事とか、伸びていく中で色々な
ことを勉強していくという段階があると思うのです。
その中でアンダーカテゴリーの今はこれをやろうい
うことを教えていると私は思います。

中垣内氏：スイングブロックの質問に関してですが、確かに

ご指摘の通り今、我々がやるべき技術的標準とい
うのはあるわけですけども、その中のいくつかは
10 年前から変わっている項目もあるんです。20
年前だったらもっと変わっている。30 年前だっ
たらかなり変わっているんです。質問者様がおっ
しゃったことは往々にしてありますし、今後も起
こり得ます。私が 10 年後、違うことを言う可能
性は大いにあります。ですので、その時々のコー
チ教本の新たな応用編を作る。そういったもので
我々も統一化されていかないといけないと思って
おります。本来はあまりよろしくないと思います
が、残念ながらそういうことも起こり得るという
ことを申させていただきます。

・中垣内監督がクイックをもっと使うだとかブロックを
もっと強化するだとか、その中には色々コンセプトがあ
ると思いますが、それを下のカテゴリーや本当に底辺で
やっているところにも浸透させていく仕組みがあればい
いと思います。そういう仕組みが出来てくる可能性、こ
ういう風にする予定、既にこういう仕組みがあると言っ
たようなことをご紹介いただければと思います。

矢島氏：仕組みと申しますか、アンダーカテゴリーの合宿
の時には中垣内監督が行って話をして意識づけを
しているというのが現段階です。具体的に何かこ
うお示しするといったような仕組みは申し訳あり
ませんが今のところ持ち合わせておりません。
私も現場に行って色々な話をするというのが大事
だと思っております。各監督さん方とシニアの戦
術を話すとか、シニアでどういうことをやってい
るかというのを話し、またアンダーカテゴリーの
現場に行って情報を吸引し、シニアの考え方を浸
透させていくというのは泥臭いことですが現在
行っているところであります。これから具体的に
次につながる仕組みづくりを考えていきたいと
思っております。
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オンコートレクチャー

①「マルチパスシステム」
講師　山田 雄太 氏（大同大学）

セット映像を見て、ブロックの反応時間を測る機械です。
映像による刺激装置を開発いたしました。これまではパソ
コンでデータの処理をしてからモニターに出てくるまでに
タイムラグが生じていました。映像表示遅延と言います
が、その時間があるために反応時間を図ろうとしても、映
像表示遅延のたびに「ずれ」が生じてしまうということが
ありました。そういった「ずれ」を解消するためにパソコ
ンで処理して基準になるフレームを設定するのですが、今
回セッターがボールを触ってボールが地面側に一番落ちた
ところをキーフレームにしています。そのフレームのとこ
ろでマーカーを表示するようにして、そのマーカーをマル
チパスシステムに同時に入力してそれぞれのセンサーのオ
ンオフを感知しております。今回はこの設定で、ボールを
触ってから足が動くまでの時間、足がマットから離れるま
での時間を計測しております。この装置ですが、今回はバ
レーボールのブロックという場面を想定して測定していま
すが、それ以外にもネット型のスポーツでしたら、卓球や
テニスといったスポーツ、他にもハンドボールやサッカー
などのフリーキックやペナルティキックでも応用できると
考えております。マット型センサーは、オンになっている
かオフになっているかを計っています。ここからジャンプ
して着地するまでの時間も図ることができますので、ジャ
ンプ高も測定することができます。今回は映像刺激を使う
ことによってライト側のトス、センター側のクイックトス
と、レフト側のトスそれぞれを測定しました。大学生では
次のような結果が出ました。対ライトが 0.2 秒、対レフト
が 0.183 秒、対センターは両足が離れるまでを反応時間と
したため 0.4831 秒、結果については以前光刺激で行った
ときよりもかなり早い結果となっております。
映像刺激する事は、事前動作で読みをすることが出来て

反応時間が早くなる。そのため原始的な光や音などの反応
時間よりも映像を見せたほうが反応時間は早くなるという
ような結果が今回は出ています。この結果に関してはまた
学会で発表させていただきたい。論文を投稿したいと考え
ています。もう一つはリードブロックとコミットブロッ
ク。これはミドルブロッカーのクイックに対するブロック

ですが、リードでどこに上がるかわからない状態で反応し
てジャンプした場合と、完全にクイックにコミットで跳ん
だ時の反応時間とジャンプ高と反応時間を測りました。コ
ミットブロックはタイミングが早くてジャンプの高さも
高いということですけれども、実際にどの程度タイミング
が違い、どの程度高さが違うのかということを今回初め
て出すことができました。ジャンプ高に関してはコミッ
トブロックで 53cm だったのに対してリードブロックで
は 44cmでした。反応時間はコミットブロックで 0.192 秒、
リードブロックで 0.481 秒と時間にして 0.2 秒、高さにし
て 10cm以上の差がコミットブロックとリードブロックと
の比較でみられました。現在は、世界レベルで見るとリー
ドブロックが全盛で、多くのチームが戦術として取り入れ
ていると思うのですが、コミットブロックもこの高さと反
応の速さを生かすことで戦術的なコミットブロックになる
ということもあるのかなという事が今回の実験で分かりま
した。

オンコートレクチャー

②「シャッターゴーグル」
講師　石垣 尚男 氏（愛知工業大学）

私は、これまでスポーツと視覚について研究をしており
ました。研究の成果ということで少し自慢して恐縮ですが、
任天堂から私が監修をしたＤＳ眼力トレーニングというも
のが 10 年前に発売され、世界で 320 万本売れました。契
約をきっちりやっていれば私に３億円入ったはずですが、
契約の仕方を間違え 150 万円しか入りませんでした。
そのような経緯もある中、何か目で見るという事を鍛え
てスポーツがレベルアップしないかと考え様々なものを
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創ってきました。その中で今回紹介させていただくものは、
シャッターゴーグルです。かなり完成度の高いものになり、
ご覧のとおり、液晶シャッターのONと OFFを繰り返し
ております。今これは 5ヘルツ、1秒間に 5回シャッター
を切っている状態です。このシャッターは、1から 150 ヘ
ルツまで自由に設定できます。今 5ヘルツですから、1秒
間に 5回の瞬きをしているのと同じ現象になっています。
この状態のゴーグルを着けてレセプションをするとレセ
プション能力がアップするということです。この原理です
が、私たちは通常ボールの軌道が全て見えています。しか
し、シャッターゴーグルを着けることで断片的に見えるた
め、自分自身が見えない部分を予測しています。例えば、
自分の予測よりも手前にボールが落ちた場合に「あっ」と
なります。その後どうするかと言うと、もっと前の軌道や
サーブが打たれた時点で判断をしようとします。そうする
とボールの軌道を早い段階で判断して予測するようになり
ます。早い段階で判断をしなければ、レセプションを上手
くできない、難しい条件という訳です。次にシャッターゴー
グルを外してレセプションを行うと非常に面白い現象が起
きます。一時的にボールが少し遅いスローモーションのよ
うに見え、またボールがはっきり見えるといった感覚にな
ります。そのため自分自身の動きが速くなり、正確なプレ
イができるといった感覚になります。これまで、このよう
な不思議な感覚になるということが判りませんでした。私
自身もシャッターゴーグルを作って、初めてこんな感覚に
なるのだと知りました。着ける前よりも遅く感じる感覚は、
一時的であり、おおよそ 5分着けたら 5分間程度はその感
覚が持続します。10分着けると10分弱程度、ボールがゆっ
くり、はっきり見えるという効果が持続します。
実験研究として「シャッターゴーグルは効果があるのか」

ということを大学の選手を使って実験を行いました。実験
内容は、①週3回 ②週1回 ③かけない の３群でレセプショ
ン練習を継続し、どの群のレセプションが一番いいのかと
いう実験で、結果的には週 3回かけて行う群がレセプショ
ン成功率の平均値が良かったです。
長期的なトレーニング効果において、シャッターゴーグ

ルを着けることによってどのような能力がアップしている
かと言うとレセプション能力がアップします。またボール

オンコートレクチャー

③「VERT COACH」
講師　永田 聡典 氏（中京大学）

ジャンプのモニタリングシステム「VERT COACH」、
試合中もしくはゲーム中のジャンプの回数と高さのデータ
を取るシンプルな機器を紹介させていただきます。また実
際の試合等でどのようにデータを取っているかということ
も紹介させていただきます。
USB 程度の大きさの加速度センサーを腰につけてジャ
ンプをすることでアプリケーション上にジャンプ高と回数
が出る。とても簡素化されたシステムになっています。
私は日頃、ジャンプは負荷であるということを考えてい
ます。現在、大学で監督を務めておりますが、基本的には
選手を育てることと守ることが仕事であると思っておりま
す。また大きい大会の前になると怪我人で困るという先生
が非常に多いと思います。昨年も西日本インカレや全日本
インカレの前に期待していた選手が使えないといった事態
がかなり起きました。選手の怪我については、多くのチー
ムの先生が悩まれていると思い、実際に練習の強度を設定
し、どの程度の負荷であれば、選手たちの怪我、身体を守
ることができるかと考えていた時に、このシステムに出会
い、導入してみました。
バレーボールでのジャンプはスキルに直結し、またパ
フォーマンスに直結する要素であると同時に、ジャンプで
の着床は身体にとってトレーニング負荷であることをご理
解されていると思いますが、この負荷という観点に関して

への反応は着ける前と比べ、すごく速くなっており、さら
にはプレイが正確にできている。
シャッターゴーグルを着けて練習する、外して練習する、

これを繰り返していくことでレセプション能力をアップさ
せるということは、視覚としての一時的な効果が出るとい
う考え方です。バレーボール選手がバスケットボールを
使ってパスをすると、ボールをバレーボールに戻したとき
にパスが軽く感じる感覚になる。これは一時的であり 1分
程度で元に戻ります。このように筋肉に起こることが、視
覚にも同様に起こり、はっきりゆっくり見えるようになる
ということです。
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は今まで注目されていなかった。私はアナリスト出身です
が、データを取ると 1set で 8 本、6 本程度しかジャンプ
していないケースも多々ありました。大差で勝つ、あるい
は大差で負けるという時は、あまり打たないということが
よく分かりました。そのため、set 数だけで判断しては負
荷が足りないのではないか、あるいは過負荷を見逃しオー
バーユースになっているのではないか、という疑問が生じ、
このような取り組みを始めました。
センサーを腰に装着して測定する。方法は非常にシンプ
ルです。これがバレーボールをしながら測れるということ
に私は魅力を感じているところです。
実際にブロック時にどのくらい跳んでいるかを計りま
す。ミドルの位置からライト側へブロックをしてもらいま
したが、先程のブロックで 54cm とカウントされました。
スパイクジャンプを測れば、ブロックジャンプとの差を比
べることができます。また先程のブロックジャンプだと約
50cmの高さの台から着地した衝撃が加わっている訳です。
私はこれまでの指導において衝撃のことを意識したことが
なく、着床の負荷と選手のコンディショニングを考えるこ
とは少なかったです。先程のジャンプを片足で着地すると
50cmの台から跳び降りた衝撃が片足だけに大きな負荷が
掛かります。約 60cmの台から跳び降りると人の身体には
体重の 6倍の負荷が掛かりますので相当な負荷が掛かって
いると思います。
次にスパイクジャンプを測定しましたが、先程の試技で
52cm です。最初にフルジャンプを測定して 100％の高さ
（基準）を登録します。基準を知ることによって今のジャ
ンプが何％の強度なのか、何％低下してきたのかが分かる
ようになります。平均的にスパイクジャンプはフルジャン
プの70～80％の高さと言われています。高くて80％です。
MAXに対してどれくらい跳んでいるのか知ることもでき
ます。
続いて実際にスパイクを打った時のジャンプを測定しま
したが、先程のジャンプ高 80cm でした。彼は 12 本目に
なるのですが、この測定値をランキング式に出すことで練
習中のジャンプ高がある数値まで下がってきたら、練習を
終えるということにも使えますし、試合中や遠征中に選手
のジャンプ高がどのように変化しているかということも分
かります。このデータはメール添付してパソコンに送れ
ます。CSVファイルで出力することもできますので研究、
学会発表などに有効活用できます。但し、CSVファイル
はタイムライン上のデータが羅列されるだけで、カウント
は自分でしなければならない点に注意が必要です。
これは中京大学女子バレーボール部のエースのデータに
なります。一例として春季リーグでの愛知学院大学戦との
試合データはこのようになっています。4set やっていま
すが、スペースが空くことで set 間が分かるようになって
います。また前衛、後衛も分かりますし、サーブでは 20
～ 30cm 程度しか跳びません。注目してもらいたいのは、

4setすべて厳しい戦いでしたが平均的にジャンプ高が落ち
ている感じがありません。しかも終盤には踏ん張り時とい
うことでジャンプ高が上がったりすることがあります。但
し、シーズンを通してデータを取ることで疲労しているこ
とが分かります。1set 目では分からないことが 1 試合通
すことで分かることや、1試合で分からないことがシーズ
ン通してデータを取ることで見えてくることがあります。
ウィングスパイカーの場合、1試合のジャンプだけに限
定するとスパイク、ブロック、サーブも含め 120 回／試合
であれば、30 回／ set 前後ジャンプとして、4set 分とな
ります。しかしミドルブロッカーの場合は、約 1.5 倍にな
ります。30～ 40 回／ set のジャンプを繰り返しています。
次に多いのはセッターでした。現在セッターの指導では、
育成世代からシニアまでジャンプセットの指導がされてい
ます。そのためジャンプの回数だけで言うとセッターとミ
ドルブロッカーが多いと思いますが、試合におけるジャン
プの頻度を知ることは負荷を考える上では良かったと思っ
ています。
セッターのトスと怪我の履歴を調べたところ、セッター

のジャンパーズニーなどはミドルブロッカーと比べて少な
かったです。理由として着床の違いが大きいのではないか
と思っています。ブロード攻撃は横に跳んでそのまま流れ
るような状態からワンレッグで着床します。このような攻
撃を繰り返す選手や、他にもクイック攻撃後に片足で着床
する選手、体勢が崩れた状態で着床する選手など見られ
ますが、一人の選手が年間通して 1試合 120 回のジャンプ
を何十試合も行っているかと考えた時に、これは膝が壊れ
るということを容易に想像することが出来ました。着床を
育成年代の時からしっかりとしたジャンプ・着床の仕方を
教えないと、トップカテゴリーにいった時にシーズン中の
怪我で退場するなど、大事な大会前に膝の怪我でベストパ
フォーマンス出せないという現象が起こるということです。
中京大学女子バレーボール部での着床は 130 回を限度に

しています。アメリカナショナルチームは 125 回／日にし
ているという情報を頂きました。何故、125 回にしている
のかという質問をしたのですが、ナショナルチームの情報
なので理由は明かせないと言われました。そこでナショナ
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【質疑応答】
・公式戦でも使えますか（安全性、審判の許可）
永田氏：東海学連に許可を得てベルトを巻いて後ろの背中

側であればフライングやローリングをしても接触
しないという事をチェックしてくれましたので、
それでOKを頂きました。昨年の秋季リーグ戦で
は、着けさせて頂いて可能な限りデータを取りま
した。「育成年代ではどのくらい動けばいいの
か」「高校生が大学生に追いつくにはどのくらい
のジャンプ高が必要なのか」などを示せればと
思っております。

ルチームを少しだけ超えようということで 130 回にしまし
た。また 130 回を守っていると合宿中の膝痛などで動けな
いといった選手はいませんでした。
その他のメリットとしては、練習を終える目安として使

えることです。選手の中には練習の終了を告げられると、
勘違いをして「自分はダメだ」「レギュラーじゃないのかな」
と不安がる選手がいます。そういう選手にもある程度の客
観的なデータを見せながら説明することで、私の今日のコ
ンディションではこれ以上練習すると落ちるだと理解して
もらうことができます。このようなことはパフォーマンス
に関係する前のところで、選手を守るという最低限の仕事
するための武器として使っています。 
バレーボール学会で提示できるようにデータを集めてい

る状況です。昨シーズン、導入前の昨シーズンのデータも
揃ったので、何月にどういう怪我が何人起こったという年
表で作成しています。これを今シーズンが終わった時に見
て比較してみようと思います。卒業生を含めた全部員を追
うことは難しいのですが、在学中の学生に関しては負荷設
定が適当か、怪我が発生するタイミングに変化があるのか
を観察したいと思います。私が「VERT COACH」を使っ
ている目的は、あくまでも選手のパフォーマンス向上では
なく選手のプロテクトです。 

・購入について
永田氏：価格の相談は業者まで。約25万程度と聞いており

ます。日本で最初に導入したチームは中京大学女
子バレーボール部だと聞いています。今はVリー
グでも数チームが使用しており、使い勝手などの
情報を共有しております。

・セッターのジャンプについて
永田氏：中京大学女子バレーボール部の選手で助走なし

ジャンプ高60cm MAX程度。試合では45cm程度
で繰り返しジャンプしているがセッターはとても
ジャンプの高さに波がある。2～9割の変動があ
る。ジャンプ高を安定させるかは、先生の指導ス
タイルや戦い方で変わるかと思います。因みに
セッターの身長は170cmです。

・個人差について
永田氏：最大値も個人で設定できますので、小さい子は小

さい子なりの設定をし、大きい子は大きい子な
りの設定をすることで相対化できます。100%中
80％だとか75%を出したら終わりにするというよ
うに設定をできます。

・平面の軌跡を追う機器はありますか
永田氏：ありますが高額です。

・野球の投球回数の制限に似ていますね
永田氏：1試合で百何十回の不安定な着床が起こっている

という事実を指導者の方々には知っていただきた
いと思います。私は、この入り口はとても重要な
ことと捉えています。1シーズン通すとなると何
千回もの不安定な着床をしているということにな
るので、アスレティックトレーナーや理学療法士
と組んで育成年代から障害予防に取り組む必要が
あるのと思っています。選手は自分からは止めな
いので、指導者が客観的指標をもって止めてあげ
ないといけません。


